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　タマゴタケやキヌガサタケをおいしそうにむさぼる沢山
のカタツムリ達．この写真には写っていませんが，後方か
ら別のカタツムリもいそいそと歩み寄っていました．私は
このようなシーンに出会うととても嬉しい気持ちになりま
す．きのこが虫やその他沢山の生き物と共に生きているこ
とがよくわかるからです．きっとカタツムリにとってすご
いご馳走なんだと思います．タマゴタケ，キヌガサタケの
グレバの匂いに誘われてきたのでしょうか．行動範囲が狭
そうですが，確実に胞子を周辺に届けている気がします．
粘液と共に・・．
　ハエやキノコムシ，コガネムシなどもよくきのこに付い
ていますが，それらを食べる蛙，蛇も寄ってきます．きの
こを取り巻く環境から様々な物語が生まれ，人がそれを観
察し文学や芸術が生まれる．そんな気分にさせてくれる魅
力がきのこにはある．心躍るシーンに出会いたい．今日も
私はきのこを探しに出掛けてしまうのです．

溝　潤子（鳥取きのこ愛好会）
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菌類の新種や新分類群の記載発表の仕方（ICTF による推奨例）
― 新種記載法のガイダンスと最良事例（ベスト・プラクティス）紹介の改訂への流れ ―

（その 4 ／最終回）推奨される新種記載の具体例

　　　　　　青木孝之（農研機構 遺伝資源研究センター）

解説

連載第四回目として
　本連載もすでに四回目となった．命名規約の改訂等に
伴った新たな状況下での新分類群の記載発表の仕方につ
いて，その推奨される方法を，Aime et al. (2021) のガイ
ダンス記事，「How to publish a new fungal species, or name, 

version 3.0（菌類の新種や新名の発表の手引き -ver. 3-）」
に基づいて解説してきた．本稿では，その連載の最終回
として，新種や新分類群を記載する具体的な例（参考モ
デル）について，その留意すべき点などを，命名規約の
改正点とも対応させて解説したい．新種記載等の発表を
最近経験されている読者の方には，今更のような内容と
なるが，再確認の意味も含めてお付き合いいただければ
と思う．

新種設立論文や記載文を準備するための具体例（参考モ
デル）
論文キーワードの活用：どのような論文でも，新種等，
一つ以上の新分類群を発表する場合には，オンライン・
データベースでの検索の助けとするため，「X new taxa (X

新分類群 )」のようなキーワードを用いて，いくつの新分
類群を提案しようとしているのかその数「X」を示すべき
である (Schoch et al. 2017)． 

最良事例に従った新種記載等，既出版論文の例：以下は
本ガイダンス記事の著者である ICTF 委員が例示を目的と
して選んだ（自らが執筆に係わったものも含めた）出版
論文である．（批判も含めて）新種記載等の準備のために
参考とされることを期待したい．
(1) 胞子形成菌の新種 ―Niveiro et al. (2020); Réblová et al. 	

(2020)．
(2) 酵母を含め，培養された菌の新種 ―Gimánez-Jurado et 

al. (2003); Toome et al. (2013); Aime et al. (2018); Haelewaters 

et al. (2020); Santos et al. (2020); Walsh et al. (2021)．
(3) ( 栄養成長の構造のみが知られる ) 不稔の菌種 ( 即ち，
大半の内生菌種 )―Knapp et al. (2015); Koch et al. (2018); 

Noumeur et al. (2020); Wibberg et al. (2021)．
(4) 寄生性あるいは病原性菌類の新種 ―Aoki et al. (2013); 

Edwards et al. (2016); Luo et al. (2017); Liu et al. (2020)．

(5) 地衣化した菌類あるいは地衣生菌類の新種 ―Lücking 

et al. (2017); Diederich et al. (2019); Spribille et al. (2020); 

Lendemer (2021)．
(6) 化石菌類の新種 ―Pound et al. (2019)．
(7) 新規の隠蔽菌種 ―Kruse et al. (2018)．
(8) 分類群固有の特徴に基づく新種 ―Kuhnert et al. (2017)．
(9) 分子（DNA）による判別に基づいた新種 ―Linde et 

al. (2017)．（本ガイダンス記事には含められていないが，
O’Donnell et al. (2004）も実例として参照されたい．）
(10) 新組合せ ―Luo and Zhang (2013); Hernández-Restrepo 

et al. (2020)． 

(11) 「古い」学名を復活させ適用した菌種 ―Minnis et al. 

(2012); Wittstein et al. (2020)．
(12) エピタイプ（解釈基準標本）の指定 ―Lendemer (2020); 

Mighell et al. (2021)．
（他にも，多くの推奨できる出版例が存在するので，適宜
参照されたい．）

NCBI GenBank への登録の例：（当該サイトを参照された
い．）
(Gloeandromyces dickii の分離株 D. Haelew. 1323c, 小サブユ
ニット・リボソーム RNA）
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nuccore/MH040548.1

(Trichoderma amazonicum CBS 126898=Type 由来株 , ITS 領
域 )

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nuccore/NR_111529.1

　二番目の登録例は NCBI のキュレーターが GenBank の
登録データより選択した「参照配列データベース」，すな
わち NCBI RefSeq の内の一つで，この場合，登録された
DNA 塩基配列データ (HM142358) 自体は不変のまま追加
のメタデータが受領されている（Robbertse et al. 2017）．

新種記載文のひな型の例：（英語またはラテン語で記載）
Mynew species Auth. and Auth2, sp. nov.　 Fig(s) xxxx

（属名 種小名 命名者名 and 命名者名 2,「新種」図 xxxx）（論
文に含めた図を引用する）．
  Fungal Names/Index Fungorum/MycoBank（の内，いずれ
かの識別子を表示）: FN/IF/MB XXXXXX.
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  Etymology（語源）：新種学名（命名規約第 23 条）の命
名の基礎や意味を説明する．学名選択には発音や綴りの
難易度も考えること．Stearn (1992) を参照して，ラテン
語の記載用語や，地域や土地についてのラテン語名称を
確認すると良い（ラテン語での国名等）．
  Diagnosis（判別文）（英語またはラテン語）：（例）Xxxxx 

xxxx（という学名の菌種）に類似するが，いくつかの表
徴形質／判別（鑑別）形質（要点を簡潔に記述）で異なる．
    [ 例 1— 基準標本が培養でない標本の場合（培養を乾燥
させた死物標本を含む）] 

  Type （基準標本）：COUNTRY（国名）：州／県，自治体
／郡／区，場所；地理座標（十進法での経緯度），高度

（メートル法で）．生物群系／生息環境，基物／宿主．採
集日／分離日（日 - 月 - 西暦年）．採集者名と採集者によ
る番号．(Holotype （正基準標本）菌類保管庫名／標本庫
名 XXXX（番号）；isotype （副基準標本）菌類保管庫名／
標本庫名 XXXX（番号）；（可能な場合には）ex-holotype 

culture（正基準標本由来菌株）菌株保存施設名 XXXX

（番号）. GenBank/ENA/DDBJ（アクセッション番号）：
XXXXXXXX（ITS 領域）; XXXXXXXX（他の領域）．
    [ 例 2— 基準標本が培養株の場合（凍結，真空乾燥した
生存している培養株）] 

  Type（基準標本）：COUNTRY（国名）：州／県，自治体
／郡／区，場所；地理座標（十進法での経緯度），高度（メー
トル法で）．生物群系／生息環境，基物／宿主．採集日
／分離日（日 - 月 - 西暦年）．採集者名と採集者による番
号．(Holotype（正基準標本）菌類保管庫名／標本庫名／
菌株保存施設名 XXXX（番号），「stored in a metabolically 

inactive state（代謝的に不活性な状態で保存）」( との文
言を記入；命名規約第 40.8 条）；isotype（副基準標本）
菌類保管庫名／標本庫名／菌株保存施設名 XXXX（番
号），「stored in a metabolically inactive state（代謝的に不
活性な状態で保存）」（との文言を記入；命名規約第 40.8

条）；ex-holotype culture（正基準標本由来菌株）菌株保存
施設名 XXXX（番号）＝菌株保存施設名 XXXX（番号）．
GenBank/ENA/DDBJ アクセッション番号：XXXXXXXX 

（ITS 領域）; XXXXXXXX （他の領域）．
（培養株を基準標本とする場合には，命名規約第 40.8 条
により「stored in a metabolically inactive state（代謝的に不
活性な状態で保存）」と（同義）の文言の記入が必須となっ
た．）
  Description（記載文）（英語またはラテン語）：本項目
には以下の情報を含む完全な記載文を記述する：（存在
する場合には，）Sexual morph （有性生殖構造）や Asexual 

morph（無性生殖構造）それぞれの記載．分類群固有の記
載内容 —（例）資化性試験，生物化学的分析，培養の外
部形態，生育適温．記載文を補足する写真または描画等
を引用．

  Ecology （生態）/Substrate （基物）/Host （宿主）：本項目
には，生物群系や生息環境，基物／宿主を含む，当該新
分類群の知られている生態について簡潔な記述を与える．
  Distribution （分布）：本項目には，その時点で知られる
新分類群の分布についての簡潔な記述を与える．ここに
は，GenBank や UNITE，GlobalFungi で行った ITS による
BLAST サーチの結果のような，公的レポジトリから得ら
れたデータを含んでも良く，その場合は，実際に研究し
た菌材料よりも広いデータ範囲となる．
  Material(s) examined（研究材料）：設立した種である
Mynew species について，他の全ての付加的な収集物／分
離株のリストをここに示す．書式は正基準標本を指定し
た場合（上述）と同一のものに従う．必要に応じて第二
段落を設け，新種の Mynew species との比較や区別のため
に調べた，別の種の菌材料のリストを含め，さらに，そ
れらの基準標本や属のタイプも比較のために含めると良
い（ことが望ましい）．
  Notes（注釈）：この項目には新分類群に関するどのよう
な追加注釈を含めても良い．注釈には通常，以下のもの
を含める．(1) 新分類群設立の論拠について，基礎データ
への考察とその限界を含めた短い要約の文章．(2) 新種で
ある Mynew species を，形態的に似た全ての類似菌種や関
連菌種，さらには，同様な生息場所や宿主を分け合ったり，
同所的に存在し，系統学的に近縁な類似菌種と比較した
場合に，判別文をさらに拡張した比較分類学的な議論．(3) 

もし必要な場合，その新種学名に対して，先行する利用
可能な学名が無いことを明確にするため，特に，利用可
能な学名の基準標本について調査したかどうかについて
命名規約上の説明をする段落を加えても良い．(4) 固有の
特徴やその利用可能性等，新分類群に関する他の注釈も
含めて良い．

新組合せの記載文のひな型の例：
Mynew combination (Auth.) Auth2, comb. nov.

( 属名 種小名 ( 命名者名 ) 組替者名 2,「新組合せ」)

Fungal Names/Index Fungorum/MycoBank（の内，いずれか
の識別子を表示）: FN/IF/MB XXXXXX.

  Basionym（基礎異名）：種を組替える前の元の学名，お
よびその命名者名と正式な発表場所（出版物）に対する，
ページ（あるいは図版の引用）と日付を伴った，十分か
つ直接的な引用を行う（命名規約第 41 条）．異なる状況
下での適切な引用方法のために，国際藻類菌類植物命名
規約第 30.3 条も参照されたい． 

  （必要な場合，）Typification（基準標本指定）: Lecto/

Neo/Epitype designated here（「選定基準標本／新基準標本
／解釈基準標本をここに指定する」との明記が必要；命
名規約第 7.11 条および付記 2）：COUNTRY（国名）：州
／県，自治体／郡／区，場所；地理座標（十進法での経
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緯度），高度（メートル法で）．生物群系／生息環境，基
物／宿主．採集日／分離日（日 - 月 - 西暦年）．採集者名
と採集者による番号．(Lecto/Neo/Epitype（選定／新／解
釈基準標本）菌類保管庫名／標本庫名 XXXX（番号）；
Typification_identifier（基準標本の識別子）Fungal Names/

Index Fungorum/MycoBank（の内，いずれかの識別子を表
示）: FN/IF/MBT XXXXXX. GenBank/ENA/DDBJ（アクセッ
ション番号）：XXXXXXXX （ITS 領域）; XXXXXXXX（他
の領域）．解釈基準標本を指定する場合には，それが補完
する対象の Holo/Lecto/Neo（正基準標本／選定基準標本
／新基準標本）を明示することが必要（命名規約第 9.9 条）．
  Description （記載文）：もし報告すべき新たなデータが得
られた場合には，本項目に再記載文を含める．または他
の発表された記載文や描画への引用を含めると良い．
  Substrate （基物）/Host （宿主）：上述のように，もし報
告すべき新たなデータが得られた場合には記述する．
  Distribution （分布）： 上述のように，報告すべき新たな
データが得られた場合には記述する．
  Material(s) examined  （研究材料）：上述と同様．新組合
せとすべきとの知見を得た基準標本を含める．
  Notes （注釈）：ここには , 新しい属内での類似あるいは
関連した種との概略の比較を行うと共に，新組合せとし
た Mynew combination が Mynew 属に所属することになっ
た理由と，以前の属が不適当である理由について記述す
ると良い．また，選定基準標本／新基準標本／解釈基準
標本の指定が必要な場合にはその理由を記述する．
  Aime et al. (2021) のガイダンス記事では，新種等を発表
するための記述データが命名規約による公式な要求項目
や研究共同体での最良事例の両方に合致することを確認
するため，チェックリストが図１として提供されていた．
オリジナルでは要点が色分けされていたが，本連載では
命名規約上での必須項目のみを太字とし，翻訳して表１
として示したのでご利用いただきたい．

本ガイダンス記事のまとめ
　Aime et al. (2021) の「結論 CONCLUSIONS」にも記述
されているが，本ガイダンス記事は，菌類の命名規約に
ついてのモニターを行う立場である ICTF（国際菌類分類
委員会）が，菌類研究共同体に所属する，菌類の分類同
定や新種記載に係る研究者の便宜を図るために準備した
ものである．この中では，まず，命名規約が公式に要求
している，新分類群の「有効」で「正式」で「合法」な
発表への必要項目を一覧として示している．また，著者
側の責任として，適切なデータの記載や図の提示，比較
に用いた基礎データの提供に加えて，公的データベース
へ格納したデータへの正確な注釈の付与（とその更新）
についても要点として言及している．
　ICTF では，これまでも，新分類群に対するキーワード

やイタリック表記等について，ICTF が推奨する最良事例
を公表して，それが多くの学術誌に採用されたり，投稿
規定に含められたりしている．ICTF としては，今回，本
ガイダンス記事で提案した必要最低限の慣行（最良事例）
を学術誌としても採用することを推奨しているが，学術
誌のスタイル等の問題もあり，それは個々の学術誌側の
判断によると思われる．今後の計画として，ICTF では，
国際的に同意されたルール（命名規約等）が存在しなかっ
た，特に 18 ～ 19 世紀に発表された古い学名を扱う場合
における最良事例の補足的なガイドや（最近では，1800

年代等のかなり古い文献がネット上で徐々にデジタル公
開され，それを検索することも可能になってきている．）
菌類証拠標本や培養菌株の収集と保存について追加的内
容のガイド（今回のガイダンス記事における推奨項目の
拡張）等の準備を行おうとしている．しかし，新しい学
名の導入は，結果として，もし，それが正式に発表され
なくても，また，既に知られる菌種の同物異名であった
としても，将来の研究者に参照されるデータベースに記
録されるべき事象となることから，大きな責任が伴って
いること，また，著者の責務は，本来，将来の利用者に
対して可能な限り高品質のデータを提供することにある
ことを忘れないでいただきたい．

あとがき（～四回の連載を終えて～）
　ニュースレター編集委員長のご依頼により，Aime et 

al. (2021) のガイダンス記事を四回の連載として解説し
た．自らも著者の一人であり，当該ガイダンス記事の原
稿の準備中には，委員会のメールでの議論にああでもな
いこうでもない等と加わっていたが，改めてガイダンス
記事全体を見まわしてみると，記事全体のトーンは抑え
目であるが，ラテン語記載義務の終了から始まった，こ
の度の一連の命名規約の改訂がかなり根本的なものであ
り，その内容に実際の新種記載の作業が大きく影響され
ることから委員の議論も当時はずいぶんと熱を帯びてい
たことを改めて思い出している．最新の命名規約（深圳
規約 2018）では菌類のみに適用される規約条文が新たに
Chapter F（第 F 章）として分けられ，国際植物学会議で
はなく，国際菌学会議の場にてその改変が可能となった
こと自体がかつて無かった大幅な変化である．急速に導
入が進められた DNA 塩基配列の分子系統学的解析（それ
も多数の遺伝子領域の解析）に基づき，現実に多くの菌
群の分類が劇的に変化していることもあり，命名規約の
改訂が，単純に「もうラテン語で記載文を書かなくても
良い」のみでは終わらない重要なものであることを再認
識している．命名規約等，ルールの改変はそれに慣れる
までに労力と時間がかかるものである．命名規約自体は，
分類研究者が国際会議の場に集まって議論して，また改
変されていくものであるので，今後とも徐々に移り変わっ
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ていくと推察され，その改訂の内の幾つかは再び大規模
なものとなるかもしれない．それでも，その変更内容に
ついて，その変更の裏にある必要性や論理を理解しよう
と努力して，着実に追いかけていくことで，その時その
時の分類法のベスト・プラクティス（最良事例）をフォロー
することができるのではなかろうか？ ICTF の委員につい
てはすでに，また，他の委員等も徐々に退任しつつあり，
筆者はお気楽になりかかっていますが，どうかご容赦く
ださい．連載へのお付き合いを感謝いたします．皆さん
の今後の益々のご発展を心からお祈りしたい．

E-mail: taoki@affrc.go.jp

（青木孝之，元国際菌類分類委員会委員）
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表 1．新種を発表するためのチェックリスト（必須項目を「括弧付きの太字」で表示，他は推奨項目である；[　] はチェッ
ク欄）

 
 

 

 

1. 投投稿稿誌誌のの選選択択  

［ ］ 査読あり． 

［ ］ 「「有有効効発発表表のの基基準準にに合合致致ししたた雑雑誌誌ででああるる」」（Turland (2019)の Chapter 4 を参照）． 

2. 分分類類法法 

［ ］ 「「（（命命名名ししよよううととししてていいるる））学学名名がが唯唯⼀⼀ののももののでで，，他他とと混混同同さされれるる恐恐れれがが無無いいここととをを確確    
認認すするる」」（Index Fungorum や MycoBank，Catalogue of Life 等，複数の情報源を参照して
確認；連載第⼀回⽬の「（6）異なった命名規約間での異物同名の排除」も参照）． 

［ ］ 命名者名に関する正しい慣習を適⽤することで，学名の全ての命名者が分類学的判断
（新種設⽴）に直接的に関係していることを確認する（連載第⼆回⽬の「種の命名者の
引⽤」を参照）． 

［ ］ 「「学学名名はは，，新新種種，，（基礎異名とその引⽤と共に）新新組組合合せせ，，（基礎異名とその引⽤と共
に）新新ラランンクク（（階階級級）），，ままたたはは（被置換異名と共に）新新名名，，ととししてて表表⽰⽰すするる」」． 

［ ］ 「「Fungal Names，，Index Fungorum，，MycoBank よよりり識識別別⼦⼦番番号号をを⼊⼊⼿⼿ししてて表表⽰⽰すするる」」． 

［ ］ 「「ララテテンン語語ままたたはは英英語語にによよるる短短いい判判別別⽂⽂をを含含めめるる」」（命名規約は判別⽂と記載⽂の両⽅
を推奨している）． 

［ ］ 種⼩名の由来となる⼈名や場所，基物，形態的特徴を⽰す，参考となる語源を含める． 

［ ］ 命名法上の新提案に⾄った分類学的決定について考察する． 

3. 基基準準標標本本材材料料のの指指定定 

［ ］ 「「正正基基準準標標本本をを正正ししくく指指定定すするる」」（単⼀の正基準標本が寄託された場所を記述．できれ
ば，第三者が利⽤可能な⽣物資源保存施設が望ましく，培養の場合には「代謝的に不活
性」と表⽰する）． 

［ ］ 正基準標本には⼗分な量があり，良い品質の材料を選択する． 

［ ］ 付加的な副基準標本や従基準標本，基準標本由来株を含める（可能な限り，第三者が利
⽤可能な⽣物資源保存施設に寄託する）． 

［ ］ INSDC（国際塩基配列データベース共同事業：NCBI GenBank/ENA/DDBJ）への登録番
号を伴った DNAバーコードを含める． 

4. 種種のの記記載載とと注注釈釈 

［ ］ 「「ララテテンン語語ままたたはは英英語語にによよるる明瞭で完全な種種のの記記載載⽂⽂をを含含めめるる」」（命名規約は判別⽂と
記載⽂の両⽅を推奨している）． 

［ ］ 形態や表現形質の特徴を明瞭に⽰し，記載⽂を裏付ける組写真と（または）描画を含め
る． 

［ ］ 関連または類似した，あるいは同所的に存在する分類群から新分類群を同定するための
注釈を含める． 

［ ］ 新組み合わせ：新たな属に分類する妥当性について注釈に含める． 
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5. 原原稿稿 

［ ］ 「キーワード」：「X 新種」の語を含める（X は発表論⽂中での新分類群の数）． 

［ ］ 「⽅法」：系統学的データ解析のために⾏った分類群選択の詳細について含める． 

［ ］ 「⽅法」：塩基配列データを含め，他の著者のデータ使⽤についてその由来を記述す
る． 

［ ］ 「結果」：適⽤した種概念に関する考え⽅を含める． 

［ ］ 「結果」：複数の型のデータを解析する（例，全体的な形態，宿主や⽣態，系統学的デ
ータ等）． 

［ ］ 「系統学的データを⽤いる場合」：複数の採集物／分離株を⽤いる；単⼀の収集物のみ
が利⽤可能で適切な場合には，（正確さを期すために）個々の領域の配列決定を繰り返
し⾏う． 

［ ］ 「系統学的データを⽤いる場合」：複数の遺伝⼦マーカーを⽤いる；単⼀のマーカーの
みが利⽤可能な場合には，その領域が当該菌群に対して⼗分な解像度（⼒）を持つこと
が⽰されていることを表記する． 

［ ］ 「系統学的データを⽤いる場合」：「⽅法」で議論した⽬的と条件の達成のため，付加的
な分類群選択を適切に⾏う． 

6. デデーータタのの寄寄託託 

［ ］ DNA塩基配列データを INSDCパートナーのデータベース（NCBI/EBI/DDBJ）に寄託
する． 

［ ］ 低品質な末端塩基配列をデータ提出以前に切除する（連載第三回⽬の「（2）塩基配列
（シーケンス）データの提供）を参照」． 

［ ］ 基準標本等の証拠が公的な記録としてきちんと注釈付けされており，正確に出版物に記
されているとおりであるかを確認する（連載第三回⽬の「表 1．⽣物多様性塩基配列の
公的保存機関で共通して⼊⼒を推奨される項⽬」を参照」． 

［ ］ 標本に関する来歴等の（メタデータ）情報を，関連する証拠標本のオンライン・データ
ベースや公的な塩基配列データベースでの記録にも追加⼊⼒する． 

7. 新新分分類類群群のの発発表表後後 

［ ］ 寄託施設へ提供した全てのデータ等が適切に更新されており，PDFファイルで提供さ
れることを確認する（例，Fungal Names/Index Fungorum/MycoBank，NCBI/EBI/DDBJ，
MyCoPortal 等，⽣物資源保存施設）． 

［ ］ 新しい分類学的名称（新学名）や出版データを反映するように塩基配列データの記録を
更新する（gb-admin@ncbi.nlm.nih.gov へ連絡のこと）． 

［ ］ 基準標本（タイプ）材料について NCBI Taxonomy に正しく表⽰されているかを確認す
る（NCBI Taxonomy Browser における種の登録を検証する）． 
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コロナ禍の国際学会に参加して（AMC2021 参加報告）
保坂健太郎（国立科学博物館植物研究部）

随想

　2022 年 8 月 3 日から 5 日にかけてタイで開催されたア
ジア菌学会議（Asian Mycological Congress, AMC2021）に
出席してきたので，いち早く概況を紹介したい．なお，
本大会は昨年 2021 年に開催予定であったが，新型コロ
ナウイルス感染症の蔓延により 1 年延期となり，大会
名は AMC2021 のままであること（東京オリンピックが
Tokyo2020 であるのと同じ状況），より詳細な大会の報告
は，日本菌学会から参加助成を受けた計 6 名の大学院生
による寄稿が次号以降のニュースレターに掲載される予
定であることを，予め紹介させていただく．
※なお，本原稿の提出直後の 2022 年 8 月 24 日，入国前
72 時間以内の陰性証明の提示が 9 月 7 日以降不要になる
という方針が岸田首相により発表された．本号が出版さ
れる頃には適用されているものと思われる．ただし，以
下に紹介するアプリ利用などは引き続き推奨されるため，
今後も最新のニュースを参考にするようにしていただき
たい．

久しぶりのオンサイト国際学会
　何はともあれやや落ち着いてきたといっても，コロナ
禍での開催である．自身にとっては 2 年ぶりくらいの海
外出張でもあり，原稿執筆時点では日本はまだ厳しい入
国制限を設けている．久しぶりの（オンサイトの）国際
学会に浮かれてコロナ陽性になってしまっては予定通り
帰国することができなくなることもあり，いつもの海外
出張とは異なる緊張感に包まれながら日本を出国した．
ご存じの通り，タイをはじめ多くの国で入国規制がほぼ
無くなっている．例えば今回のタイの場合，日本出国の
際に羽田空港のカウンターでワクチン接種証明書の提示
が求められたが，いざタイに到着すると，パスポート以
外の書類は一切求められず，入国はほぼスルーパスであっ
た．やはり現状では，最も注意すべきは日本再入国，正
確には帰国する便に搭乗することが最難関である．なぜ
ならば（繰り返すが，あくまで本原稿執筆時点において
は）日本に入国するためには，日本便出発の 72 時間以内
の PCR（もしくは制限付きの抗原検査）の陰性証明が必
要なのだ．
　結局私の場合は，ほんの 3 日間の学会ではあったが，
そのうち中日に抜け出して近くの病院に行き，PCR 検査
を受けた．そこの病院の対応がやや不安になるものだっ
たので（最初行ったら PCR て何？という感じで，本当に

帰国便前に結果をくれるのか心もとなかった），その後
バックアップとしてバンコク・スワンナプーム空港にあ
る PCR 検査場（図 1）にも行ってきた．結果的には両方
とも帰国便前日に結果をメール添付で，しかもばっちり
と日本政府指定の形式で受け取ることができた．また，
結果は両方陰性だったので当初の予定通りの便で帰るこ
とができた．今後日本政府の入国に対する方針が軟化す
れば楽になるのであるが，どうなるかはまったく読めな
いので，今回のタイ行きで痛感したことを中心に，大会
の報告を記す．

大会の雰囲気と運営
　全体的にはいたって通常通りの学会の雰囲気であった．
休憩時間にはケーキとコーヒーが用意され，そこらじゅ
うで（大音量で）ディスカッションなどの交流がされる，
といった感じである．ただし意外と言っては失礼かもし
れないが，大半がきちんとマスクを着用していた．また，
会場には 200 名近い参加者が各国から来ていたが，同時
に多くがオンライン参加であったため，タイミングによっ
ては座長はオンライン，演者もオンライン，実際に来て
いる人 10 数名だけが椅子に座って講演を聞く，というな
かなかシュールな光景も繰り広げられた．
　全体的に運営は非常にスムーズであった．もちろんハ
イブリッド開催である難しさは随所に感じられた．例え
ば，私が座長を務めたセッション（初日の Biodiversity 

and Systematics: Basidiomycota）では回線の状況が悪く，
音声・映像とも途切れ途切れになってしまいオンライン
視聴には厳しかった，という報告を受けている．また，
オンラインの一般講演は基本的に事前録画だったのだが，
にもかかわらず私のセッションでは 3 名中 2 人のオンラ

図 1．バンコク・スワンナプーム国際空港にある PCR 検
査場
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イン発表が枠を大幅にオーバーする動画を登録していた．
最大の苦難はセッションのトップバッターである招待演
者（こちらはオンライン・ライブ講演）が登場しなかっ
たことで，これで時間が大幅に余ってしまうはずであっ
たが，上記の大幅な時間オーバーもあったので，最終的
には予定をやや超過してセッションを終えた．
　学会の目的の一つはもちろん最新の学術的な情報を得
ることであるが，それ以上に重要なのは，人とのつなが
りを築くことである．大会中に知り合った人々と交わし
た何気無い会話が共同研究に結びつくことも多い．その
点では今回の大会でもオンサイトで参加した方は十分に
堪能できたのではないかと思う．私自身も旧友をはじめ，
初めて会ったインドの研究者（図 2）など多数の菌類関
係者と交流を深めることができた．

　なお大会中は日本菌学会の展示ブースを設け，日本
菌学会の理事数名（保坂・岡根泉・矢口貴志）らが学
会および学会誌（Mycoscience）のプロモーションにあ
たった（図 3）．ブースには比較的多くの来客があり，
Mycoscience を介した良い交流拠点として機能していたよ
うに思う．本プロモーション活動に関するブース設置等
の費用は，科研費・研究成果公開促進（国際情報発信強化 : 

21HP2001）から支出したことを報告しておく．

コロナ対策（特に日本入国の注意点）
　すでにお伝えしている通り，コロナをめぐる各国（日
本含む）の対応は，今後大きく変わっていくと思われる．

ただし，この原稿執筆時点の注意点を現地での体験に基
づき以下にまとめる．

(1) MySOS アプリを入れておく
　これがないと再入国が非常に面倒なことになる．また，
現地出国の再に空港カウンターでも画面を見せることを
要求される．というわけでスマホが無い方はその時点で
アウト（紙ベースで証明書類がそろっていればもちろん
OK だが，スマホの時に比べてどのくらい時間がとられる
かは想像できないし，考えたくもない）．これから海外に
行く予定のある方は早めに以下のサイトから再入国手続
きについて調べることをお勧めする：
https://www.hco.mhlw.go.jp/

(2) 常にネットに接続できる状態をつくる
　上記 (1) にも関連するが，空港に着いて空港職員に
MySOS アプリの陰性証明画面を見せる段階になってネッ
トにつながらずとまどう，という事態が報告されている．
現地でも日本でも空港では即座につなぐことができるよ
う，sim カードを用意するなどの準備が必要．

(3) 日本政府指定の PCR 検査結果票を紙と PDF で持って
おく
　 h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / s t f / s e i s a k u n i t s u i t e /

bunya/0000121431_00248.html

　実際には PCR 検査機関もなれたもので，日本人とわか
るとすぐにこの様式だ，と認識してくれる場合もあるが，
場合によってはそんなの知ったこっちゃない，という感
じで病院独自の様式が用意され，しかも日本政府が指定
する項目が抜けていたりして，搭乗できなくなる，とい
う事態もあるようだ．念のため紙で多めに印刷していく
と安心感がある．

(4) 帰国便「前日」までに陰性証明がとれるように動く
　もし PCR の陰性証明を帰国便当日に受け取ることを予
定していると，かなり危険である．陰性証明を受け取り，
その他の情報を MySOS に入れると「審査」が始まるの
だが，この審査は多くの場合 4 時間以上かかる．審査に
通ると MySOS の画面が赤から青に変わり，この青画面
を空港の係員が確認するわけである．というわけで，画
面が赤のままの人はその時点で搭乗まで非常に時間がか
かることを覚悟しなくてはならない．また，この登録作
業には当然ネット接続が必要である．

(5) よっぽど事情が明らかでない限りは首都や国際空港の
主要な PCR 検査場のほうが安心
　片田舎だといろいろ条件を満たさない可能性がある．
少なくともタイについて言えば，日本人対応の病院とか，

図 2．現地で知り合ったインドの研究者（右）と筆者

図 3．日本菌学会の展示ブース．右は岡根泉博士（筑波
大学）．
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そうでない場合はスワンナプーム空港の PCR 検査場が一
番心配がいらない感じであった．また，入国に PCR の陰
性証明を必要とする国がどんどん減っている現状では，
今後各国の PCR 検査場も少なくなることは容易に想像が
つく．いずれにしても早めの事前調査が必要である．

(6) PCR 検査の際，綿棒はかなり鼻の奥までつっこまれ，
ゆっくりと 3 秒間ぐりぐりされるので，涙がでてくるこ
とも覚悟
　これは結構容赦ありません．大会 2 日目に筑波大，千
葉大のみなさんと，日本人だけ 10 名程度で PCR 検査に
行ったのだが（図 4），車で 1 時間近く揺られて連れてい
かれた先は，半地下の駐車場であった（図 5）．最初は物
見遊山で記念撮影をしていたのだが（図 6），1 人目が涙
目で戻ってきたのを見て，一同が一斉に青ざめたのが印
象的であった．タイでは原則として唾液による検査はな
さそうであった．

　上記をクリアすれば，私の帰国便は羽田空港着であっ
たが，空港ではほとんど一回も立ち止まることなく，人
生で一番スムーズな入国であった．そうでない紙ベース
の人が 4 時間くらい足止めされ，しかもその途中で熱っ
ぽくなり別室へ，というホラー話もちらほら聞こえてく
る．せっかくの海外滞在中に，決して小さくないエフォー
トを割いて上記の手続きをするのは非常に面倒であるが，
現状のルールが変わらない限り，漏れなくチェックして

図 4．PCR 検査場行きのバンに向かう日本人参加者

図 5．バンコク市内の PCR 検査場

おくことを強くお勧めする．
　いざ陰性証明が出てしまうと，やはりせっかくなので，
ということで多少の観光もした．たまたま泊まった宿が
巨大な市場のそばであったので，きのこ売り場（ほとん
どがありふれた栽培きのこで，地域性を感じたのはツチ
グリ程度（図 7）であったが）や子供の頃からのあこが
れであったタガメも見ることができた（図 8）．その後オー
ガナイザーから，インドからの参加者が 1 名陽性になっ
たと聞いたが，それ以外は聞かされていない．日本から
の参加者は私が把握している限り全員陰性で無事に帰国
した．

E-mail: khosaka@kahaku.go.jp（保坂健太郎）

図 6．検体採取の瞬間

図 7．市場で売られていたツチグリの幼菌

図 8．タガメは 1 匹 14 バーツ（約 53 円）
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12 から 13 ページは 『会員限定記事（印刷版限定）』



日本菌学会 NL 2022 年 9 月　-14-

日本菌学会ニュースレター 2022-4（9 月）

　日本菌学会ニュースレターは年 4 号発行され，学会
会員と賛助会員まで送付されます．発行部数は 1,300
部です．また，常時投稿記事を募集しております．ご
意見，ご不明の点などございましたら下記の編集委員
までご連絡下さい．

日本菌学会ニュースレター編集委員長（2021–2022年度）
広瀬　大　日本大学薬学部
　hirose.dai@nihon-u.ac.jp

同編集委員
井本敏和　菌類懇話会
　kusabira@mist.ocn.ne.jp
牛島秀爾　日本きのこセンター菌蕈研究所
　kin-ushis@infosakyu.ne.jp
北出雄生　京都大学大学院農学研究科
　y.kitade3335@gmail.com
升本　宙　京都大学大学院地球環境学堂
　masumoto.fungi@gmail.com    
三輪恵実　（株）テクノスルガ・ラボ  
　e.miwa0823@gmail.com

一般社団法人日本菌学会会長（2021–2022 年度）
細矢　剛（国立科学博物館）
　　　　　〒 305-0005　茨城県つくば市天久保 4-1-1

副会長
矢口貴志（千葉大学）

理事
岡根　泉（庶務担当；筑波大学）
折原貴道（日本菌学会会報編集責任者；神奈川県立生
命の星・地球博物館）
糟谷大河（国内集会担当；慶應義塾大学）
田中栄爾（広報・企画・教育・普及担当；石川県立大学）
谷口雅仁（国内集会担当；菌類懇話会）
玉井　裕（編集委員長；北海道大学）
出川洋介（広報・企画・教育・普及担当；筑波大学）
服部　力（会計担当；森林総合研究所）
廣岡裕吏（国際集会担当；法政大学）
保坂健太郎（庶務担当；国立科学博物館）

日本菌学会ホームページ
http://www.mycology-jp.org/

　速報性の必要なイベント情報の掲載などは学会ホー
ムページ担当（secretary-general@mycology-jp.org）まで
お問い合わせ下さい．その他，学会運営等に関しては，
上記まで適宜お問い合わせ下さい．
　日本菌学会では，随時，会員を募集しております．
広い意味での菌類（地衣，粘菌なども含む）に興味を
お持ちの研究者ならびに愛好家の方など，どなたでも
ご入会いただけます．学会への入会方法は，ホームペー
ジをご覧下さい．また，賛助会員についても募集して
おります．

編集後記

　
　生物としてのきのこに興味を持ってから，30 年近くに
なります．当時，O 社代理店から卸値プラスアルファで
購入した実習用顕微鏡 CH40 で，採集したきのこのヒダ
をミクロトームナイフで適当にスライスしたプレパラー
トを覗き，H 社の図鑑と突き合わせて分かったつもりに
なっていました．今では本棚一杯の図鑑やモノグラフと，
いつの間にか 6 台に増殖した顕微鏡に囲まれていますが，
悲しいかな読解力と検鏡技術は，当時からさほど上達し
ていません．30 年もかけて，全然成長していない自分が
情けなくも思いますが，対照的に社会のきのこに対する
認識は随分変わった気がします．以前，私の周りでは食
べることが話題の中心となることが多かったのですが，
この数年は食べることの話題よりも，生態など生物学的
な話題にふれることが多くなったような気がします．ま
た，テレビ番組でも以前のような「きのこ狩り」をテー
マにしたものが減り，「きのこの不思議」といったような
科学的テーマの番組が増えてきたように思います．きの
こが単なる食品ではなく，生態系の重要なキーストーン
であることが一般に認識されてきた表れでしょうか．そ
うであれば，きのこ好きの一ファンとしては嬉しい限り
です．

（編集委員　井本敏和）

　１月号より編集委員を担当しております．表紙の写真
記事ではご協力いただきありがとうございました．今年
の鳥取県は降雪も多く，春の川の水量は豊富な印象でし
た．梅雨は目立った降雨がありませんでしたが，梅雨明
けに適度な雨に恵まれたことで，県内の夏きのこの発生
が良かったように思います．県内の照葉樹が植えられた
公園は毎年苔むした地面からヤマドリタケモドキやカワ
リハツ，キアミアシヤマドリタケなどが群生しますが，
何より印象深かったのは大小さまざまなキタマゴタケが
発生場所を拡大して発生したことです．また鳥取県では
初めてとなるキヌオオフクロタケや，種類は不明ですが
発光性のきのこが見つかるなど県内では話題が続いてお
ります．さて 9 月になるとブナ・ミズナラ林ではマイタ
ケの季節になり，山陰沿岸に分布するシイ・カシ林では
バカマツタケなどの発生が始まります．本年の秋のきの
この顔ぶれが楽しみなところです．

（編集委員　牛島秀爾）
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日本菌学会 NL 2022 年 9 月　-17-

　日本菌学会ニュースレターは，会員への様々な情報提
供と会員相互の交流を図ることを目的に，年 4 回（1 月，
3 月，7 月，9 月）発行されます．学会運営サイドからの
報告や最新情報のアナウンスとともに，会員からの投稿
による菌類全般に関する資料，研究レポート，報告，紹介，
随想，解説，表紙写真（線画・イラストを含む）などを
掲載します．投稿にあたっては，次のことを遵守してご
執筆下さい．
1. �原稿はワープロソフト（MS Word，テキストエディタ

など）を用い，A4 版用紙を縦長に，上下左右を 2.0 cm
以上空けて，横書きで作成して下さい．図表・写真に
ついても，可能な限り別の電子ファイル（EPS，TIFF，
JPEG，BMP な ど の 画 像 フ ァ イ ル， あ る い は Adobe 
Photoshop (PSD)，Illustrator (AI)）をご用意下さい．

2. �原稿は，電子メールの添付ファイルにてお送り下さい．
投稿に際しては，必要事項を記入した著作権譲渡書お
よび投稿票を添付して下さい．電子メール投稿時の標
題は，NL-####（#### は投稿者の姓のローマ字表記；
山田なら NL-Yamada）として下さい．電子ファイルが
比較的大容量の場合には，送付方法について予めご相
談下さい．投稿料は不要です．

3. �原稿作成にあたっての注意点：できるだけ簡潔な文章
で作成して下さい．口語的な表現，難しい言い回しや
一般的でない漢字，特殊な専門用語は避けて下さい．
アラビア数字および英字は半角アラビア数字および英字は半角に統一してください．
句点は全角ピリオド「．」，読点は全角カンマ「，」，日句点は全角ピリオド「．」，読点は全角カンマ「，」，日
本語の文中での括弧は全角「（）」で入力本語の文中での括弧は全角「（）」で入力して下さい．
いずれの原稿も，体裁や文体の変更，内容の修正，投
稿雑誌の変更などについて，編集委員会から指示がな
される場合があります．

4. �資料・研究レポートは原則として刷り上がり 5 頁　（原
稿ベースで 10 枚程度）以内，紹介・随想・解説は刷り
上がり 3 頁（原稿ベースで 6 枚程度）以内とします．
超過頁の可能性がある場合には，予め編集委員長まで
お問い合わせ下さい．

5. �図表（写真を含む）は白黒で印刷されますが，ホームペー
ジ掲載分（PDF 版）はカラー対応が可能です．写真の
場合には，できるだけカラー版をご用意下さい．図表
の枚数は特に制限しませんが，本文と図表を合わせて
制限頁内に収まるようご調整下さい．原稿の右欄外に，
図表の挿入位置を示して下さい．また，誌面の都合で
すべての図表を掲載できない場合があります．

6. �資料・研究レポートは幾つかの節に分け，太字の小見
出しをつけて下さい．菌のリストを含む原稿の場合，
原稿に使用した標本は博物館等に寄託して下さい．ま
た根拠にした図鑑名を示して下さい．引用文献は最小
限に留め，例に従って記述して下さい． 

7. �和名は学会推奨和名を使用してください．また，新和
名を提唱する場合は，データベース委員会の提言・勧
告（日菌報 49:99–101, 2008）を参照して下さい．

8. �編集委員会による編集・校正後，著者校正をお願いし
ます．受け取り後，48 時間以内に校正しご返送下さい．
別刷りは原則的に受け付けておりませんが，ご希望の
方は編集委員までお問い合わせ下さい．

9. ���支部，談話会，同好会などの会合，研修会，観察会の
開催予定，各地の博物館などで開催される展示会など
の情報も随時受け付けます．ただし，各号発行日の 1 ヶ
月前までに到着するようご注意下さい．

10�. 掲載された資料，研究レポート，報告，紹介，随想，
解説，表紙写真， その他の著作権は， オンライン配布を
含み， 本学会に所属します．

11�. 記事は原則として，クリエイティブ・コモンズ表示・
非営利（CC BY-NC 4.0）の条件下で掲載されます．た
だし，著者全員の合意があれば，表示・非営利・改変
禁止（CC BY-NC-ND 4.0）も選択できます．

12. 引用文献の表記等その他詳細は，日本菌学会会報の投　
稿規定，投稿細則に準じます．
引用文献の表記例（ローマ字アルファベット順）
i. 雑誌
H�y�de KD, Chalermpongse A, Boonthavikoon T (1990) Ecology 

of intertidal fungi at Ranong mangrove, Thailand. Trans 
Mycol Soc Jpn 31:17–27

池�ケ谷のり子・後藤正夫 (1988) シイタケ菌の子実体形成
に及ぼすフェノール物質の硬化 . 日菌報 29: 401–411

ii. 単行本
全体引用 :
Do�msch KH, Gams W, Anderson T-H (1980) Compendium of 

soil fungi, vol 1. Academic, London
原�田幸雄 (1993) キノコとカビの生物学．中央公論社，東

京
部分引用 :
Co�oke RC, Rayner ADM (1984) Ecology of saprotrophic fungi. 

Longman, London, pp 305–320
渡�邊恒雄 (1993) 土壌糸状菌．ソフトサイエンス社，東京， 

pp 82–109
章の引用 :
Sa�gara N (1992) Experimental disturbances and epigeous fungi. 

In: Carroll GC, Wicklow DT (eds) The fungal community, 
2nd edn. Marcel Dekker, New York, pp 427–454

徳�増征二 (1983) 落葉生菌類．菌類研究法（青島清雄ら 
編）． 共立出版，東京， pp 107–116

iii. 国際学会の要旨集あるいはプロシーディングス
Ki�rkpatrick B, Smart C (1994) Identification of MLO-specific 

PCR primers obtained from 16S/23S rRNA spacer sequences. 
10th International Congress of the International Organization 
for Mycoplasmology (IOM). Bordeaux, France, July 19–26, 
pp 261–262

投　稿　案　内（令和 3 年 4 月 1 日改訂）

原稿の送付先
日本菌学会ニュースレター編集委員長　広瀬　大
〒 274-8555　千葉県船橋市習志野台 7-7-1 
日本大学薬学部病原微生物学研究室
Tel: 047-465-3740　E-mail: hirose.dai@nihon-u.ac.jp



日本菌学会ニュースレター投稿票
　メール本文または添付ファイルにて投稿票をお送り下さい．

題名：

投稿者名：

連絡先：〒

電話：				  

電子メール：

投稿区分（○で囲んで下さい）：資料　研究レポート　報告　紹介　随想　解説　書評　表紙写真（イラストも含む）
　　　　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他，要望等：

※ご投稿いただいた記事は原則として，クリエイティブ・コモンズ表示・非営利（CC BY-NC 4.0）の条件下で掲載さ
れます．ただし，著者全員の合意があれば，表示・非営利・改変禁止（CC BY-NC-ND 4.0）も選択できます．表示・非
営利・改変禁止をご希望される場合は「その他，要望等」欄にその旨をご記入ください．

日本菌学会ニュースレター 2022年 4号

　　　　令和 4年（2022年）9月 1日
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